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メ
モ

　
一
田
新
会
計
年
度

八
H
花
ま
つ
り

　
十
日
全
国
交
通
安
全
日

　
　
　
婦
人
週
間
（
十
六
日
ま
で
）

十
一
日
齎
法
公
布
記
念
日

＋
八
臼
発
朋
の
日

二
十
日
逓
信
記
念
日

士
借
天
皇
誕
生
日

発行所　江南村役場

電話（21）一2302

発行人杉甲武喜

印刷所　秀英舎印刷

住民登録による

人口のうごき

　（41．3。1）

　人　口　　7，634

　男　　 3，786・

　女　　 3，848

　t巨＝帯数　　　　1レ483

区　　　　分 野劉野馴比較騰成比

区．　　　分
　’

41年度
予　算

40年度
当　初

比較瞬成比

・議　　会　　費 5，045 4，300
1』

745 6．

・総　　務　’費 24，733 52，000 △27，267 31．5

総務管理費 15，684 43，463 △27，779 20．（）

徴税　費 5，261 4，473 788 6．7

戸籍住民登録費 2，931 2，633 298 3．7

選　挙費 732 1！222 △　　490 0．9

統計調査費 107 193 △　　86 0．

監査委員費 18 16 2
・民　　生　　費 3，099 3，740△　　641 4．

．・衛　　生　　費 3，209 3，172 371、 4．1

・農林水産業費 6，859 4，882 1，977 8．7

・商　　工　　費 662 570 92 0．8

・土　　木　　費 8，421 7，500 921 10．7

・消　　防　　費 2，648 L566 1，082 3．4

・教　　育　　費 15，818 16，387△ 569 20．

教育総務費 ・2，094 1，864 230 一2．7

小学校費 8，355 4，165 4，190 10．7

中学校費 2，785 8，190△5，405 3．5

高等学校費 180 130 50 Q．2

幼稚園費 1，734 ．1，465 』269 2．2

社会教育費 『　512一 435 ．　77 0．7

保健体育費 158 138 20 0．2

・公　　債　　費 7，533 3，651 3，882 9．6

・諸　支　出　金 1 2△　　　1

・予　　備　　費 500 1，500 △LOOO 0．6

合　　　　　計 78，528 99，270 △20，742 100．0

第
一
回
定
例
村
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
そ
の
た
め
農
塚
所
得
は
大
打
撃
を
前
年
に
対
し
百
分
の
二
・
五
増
額
の
発

　
　
　
　
　
　
　
　
需
、
特
に
討
民
税
に
つ
い
馨
、
表
で
す
が
、
分
割
交
付
方
式
を
と
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
方
式
ぎ
り
替
え
な
ら
び
に
控
除
率
の
引
る
の
で
・
財
政
儒
要
額
と
の
対
照
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
き
上
げ
に
伴
い
、
減
税
必
簸
が
予
想
さ
り
ま
す
か
ら
決
定
は
む
ず
か
し
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
す
。
次
に
閻
定
資
産
税
に
つ
い
て
が
あ
り
ま
す
の
で
、
四
「
○
O
O
千

　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
課
粉
率
O
・
〇
一
引
き
上
げ
予
定
四
を
計
上
し
た
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
新
設
取
堅
増
加
に
伴
い
、
前
年
に
対
③
1
県
施
設
の
特
別
交
付
金

百
余
万
円
　
黙
．
難
欝
縦
繕
臨
離
襲
齢
螺
濃
慌

　
　
　
　
　
　
　
　
等
諸
税
は
前
年
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
増
　
っ
て
合
，
後
県
に
増
額
を
申
請
す
べ
く
考

凸
日
ま
で
の
六
日
問
、
役
場
会
議
室
に
お
　
　
額
の
見
込
み
に
あ
り
、
合
計
二
五
、
七
え
て
お
り
ま
す
・

」
二
十
五
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
　
　
四
五
千
円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
　
　
　
　
④
i
村
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
そ

瓦
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
②
1
地
方
交
付
税
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
法
を
改
め
、
年
中
無
休
の
態
勢
を

　
全
国
的
に
お
そ
っ
た
前
年
の
異
情
気
　
　
本
税
は
、
国
の
方
針
に
よ
り
ま
す
と
整
え
成
果
を
上
げ
て
行
く
考
え
で
す
。

‘
象
に
災
い
さ
れ
て
主
穀
の
減
収
を
き
た
地
方
個
体
財
源
補
給
の
意
味
を
も
っ
て
⑤
1
繰
越
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
は
多
額
を
望
む
こ
と
は
不
可

股　一

能
な
状
態
に
あ
り
ま
す
の
で
一
、
8

り
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
千
円
を
見
込
み
計
上
い
た
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

ヨ
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
ー
国
魔
支
出
金
、
県
支
出
金
、
手
数

鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
そ
の
他
に
つ
い
て
は
前
年
と
ほ
ぼ
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
程
度
の
予
想
で
す
。

界
■
　
　
　
　
　
　
餓
⑦
－
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
市
町
村
罠
税
臨
時
減
税
補
て
ん
債

止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
二
、
一
〇
〇
千
円
及
び
小
学
絞
プ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
れ
　
　
　
、

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
｝
基
建
設
費
に
つ
レ
て
予
算
訂
上
を
な

叢
　
　
　
　
蹴
驚
饒
嚢
齢

、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
⑧
1
歳
入
総
額

し
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
、
五
二
八
千
円
を
計
上
し
た
次

等
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
で
す
。

公
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
歳
出

る
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
年
、
前
ん
年
の
ニ
カ
年
に
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
築
事
業
施
行
に
よ
っ
て
、
画
期
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
進
度
を
示
し
た
そ
の
後
年
度
で
あ
り
ま

す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
平
年
度
の
第
一
年

度
的
性
格
が
如
実
に
現
わ
れ
て
歳
入
面

に
見
込
ま
れ
る
程
度
と
な
り
、
健
全
財

政
堅
持
の
た
て
ま
え
が
ら
考
え
て
む
、

大
々
的
な
建
設
事
業
を
計
画
す
る
こ
と

は
無
理
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
住
民

，
の
要
望
等
に
対
し
て
も
緩
急
を
検
討
し

て
十
分
協
議
を
か
さ
ね
、
議
会
と
と
も

に
歩
調
を
合
わ
せ
て
進
む
こ
と
に
専
念

す
る
基
本
に
基
づ
い
て
、
配
分
を
き
め

計上い

た
し
ま
し
た
。

①
i
議
会
費

　
前
年
と
大
差
な
く
五
、
〇
四
五
千
円

を
電
亡
ま
レ
た
。

②
1
総
務
費

　
行
政
費
に
お
い
て
で
き
る
限
り
冗
賞

を
は
ぷ
き
施
設
、
備
品
等
は
暮
L
や
む

を
得
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
に
限

り
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
人

件費を

は
じ
め
義
務
的
麦
出
に
つ
い
て
召

は
、
前
年
に
粒
し
若
干
増
額
し
て
、
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

四
、
七
三
三
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
，

た
．
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楓

③
ー
昆
生
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
靹

　
民
生
事
業
に
つ
い
て
は
国
県
を
通

じ
て
力
強
い
指
導
力
が
加
え
ら
れ
る
反
畦

面
、
財
政
的
裏
付
け
は
比
較
的
稀
弱
と

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
漁

見
受
け
ら
れ
　
事
業
実
施
の
意
慾
に
反

．
比
例
の
か
た
ち
が
し
ま
す
が
、
最
小
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

経
費
で
最
大
の
効
果
が
あ
が
る
よ
う
対
，

処し

て
箋
秀
璽
前
嵩
様
窓

，
三
・
。
究
雷
計
上
肇
壱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
．
“

　
な
お
国
保
繰
出
金
に
づ
ひ
て
は
国
M

保
会
計
の
あ
り
方
に
も
よ
る
の
で
当
初

に
つ
い
て
は
秘
目
継
続
に
と
め
ま
し
阯

た
。

④
1
衛
生
費

．
村
内
住
民
の
環
境
衛
生
の
向
上
策
を
一

通
し
て
、
村
民
体
位
の
向
上
と
健
康
増
』

進
を
ね
ら
い
と
し
て
ほ
ぼ
前
年
同
様
と

し
三
、
二
〇
九
千
円
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

⑤
ム
罧
水
産
藩
ハ

　
本
村
が
純
農
村
で
、
農
産
物
収
入
に

よ
り
生
計
を
営
む
比
率
は
、
農
外
収
入

の
増
加
を
図
る
世
帯
の
増
加
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
依
然
低
下
し
て
い
な
い
現
状

にかん

が
み
、
食
糧
を
中
心
と
す
る
農

業収

入
の
増
大
を
図
る
た
め
、
病
害
虫

防
除
と
経
宮
改
善
に
力
を
注
ぎ
た
い
希
’

望と、

さ
ら
に
農
菜
近
代
化
資
金
利
子

補
給
金
の
増
額
及
び
山
王
＋
麺
改
良
区

加
入
地
区
の
水
路
、
及
ぴ
ほ
場
整
備
を

奨励

推
進
す
る
た
め
に
所
要
経
費
の
増

大
を
企
図
し
、
な
お
農
協
合
併
の
前
提

と
し
て
、
有
線
放
送
施
設
の
設
置
を
奨

励
し
て
行
く
考
え
で
六
、
凪
五
九
千
円

を
計
上
い
た
し
た
次
第
で
す
。

固
定
資
産
税
の

　
　
　
　
　
納
期
か
わ
る

従
来
は
第
一
期
分
四
月
一
臼
～
四
月
三
十
日
納
期
で
し
た
が
、
滞
律

の
一
部
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
今
年
笈
に
限
り
五
月
二
日
～

五
月
三
十
一
日
納
期
に
な
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
江
爾
腐
の
北
幼
稚
囲
、
北
小
学
横
、
お
よ
び
中
学
校
に
つ

贈　
　
　
　
ぎ
の
と
お
り
貴
重
な
品
々
が
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
こ
こ
に
む
好
意
を
感
窩
し
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

寄　
　
　
　
北
幼
稚
園
　
・

　
　
　
　
　
テ
レ
ビ
一
台
　
　
　
　
　
　
　
松
本
芳
治
氏

一
』
　
　
　
ロ
ッ
カ
ー
三
台
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
付
流
し
台
、
掛
時
計
二

設 【
　
　
　
個
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
九
年
便
P
T
A
一
同

　
　
　
　
　
・
信
号
機
・
筒
棚
・
土
俵
マ
ッ
ト
・
平
甥
台
三
個
・
跳
箱
一

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
個
・
改
良
組
木
　
　
　
　
昭
瓢
四
十
年
度
P
T
A
一
同

施　
　
　
　
北
小
学
校

　
　
　
　
　
応
接
セ
ヅ
ト
一
組
　
　
　
　
　
　
栃
沢
製
菓
株
式
会
社

育
噸
攣
台
野
熱
難
同

教
嚢

　
　
　
　
　
技
術
科
敦
材
用
エ
ン
ヂ
ン
　
　
　
福
田
薩
重
氏

　
　
　
　
　
鉄
棒
可
動
式
十
間
　
　
　
　
　
　
中
学
校
教
育
後
援
会

⑥
ー
商
工
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
子
二
、
〇
一
四
千
円
を
計
上
L
公
債

ほ
ぽ前

年
同
額
の
六
六
二
千
円
の
計
費
総
額
七
、
五
曇
ギ
円
を
計
上
し
た

上
に
と
め
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
次
第
で
す
。

⑦
杢
禾
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
ー
諸
支
出
金

　
肘
道
新
設
、
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
　
　
単
に
糾
目
継
続
に
と
め
ま
し
た
．

前
年
か
ら
の
串
請
に
纂
づ
い
て
継
続
箏
⑫
ー
予
備
費

業
を
先
決
に
進
め
て
行
く
こ
と
、
特
に
　
財
源
で
充
足
億
る
最
少
限
度
と
し

村
の
菟
展
は
道
路
か
ら
と
の
言
葉
を
尊
て
五
〇
〇
千
円
計
上
に
い
た
し
た
次
第

重
し
て
進
め
た
い
。
ま
た
特
に
県
道
改
で
す
。

良
に
重
点
を
摺
向
し
国
質
、
興
費
の
獲
二
、
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

得を

大
巾
に
増
大
し
た
い
と
念
じ
、
改
　
　
例
の
｝
部
改
正

良
工
事
、
舗
装
工
事
の
す
み
や
か
な
実
　
こ
の
た
び
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
公

施
を
目
途
に
陳
樹
活
動
を
繰
り
返
し
、
　
務
員
の
給
与
改
正
に
と
も
な
い
、
『
改
正

地
元
負
担
金
軽
減
に
力
を
海
ぎ
計
圃
遂
し
た
も
の
で
す
。

行
に
万
全
を
期
U
た
い
と
考
え
、
八
、
　
一
一
二
、
江
南
村
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費

四
二
一
千
円
の
計
上
を
い
た
し
ま
し
　
　
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
鶴
改
正

た
。
　
　
　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
四
、
各
種
委
員
会
の
委
員
樽
成
員
の
報

⑧
ー
消
防
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
に
関
す
る
条

　
ま
ず
放
水
能
力
低
下
の
可
搬
ポ
ン
プ
　
　
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
禽
健
誓
姦
入
主
、
警
葵
養
調
及
蔓
用

する

計圃を

た
て
ま
し
た
の
で
前
年
に
　
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

対
し
増
額
し
た
と
と
も
龍
、
水
道
に
激
六
、
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
．

設
の
消
火
栓
の
活
用
に
も
力
を
い
た
し
　
　
以
上
議
員
、
委
員
の
報
酬
お
去
ぴ
費

た
い
と
考
え
、
二
貞
■
六
四
八
千
円
を
計
用
弁
償
に
つ
い
て
は
、
各
種
諸
行
務
な

上
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ど
の
増
加
に
よ
り
若
干
の
引
き
上
げ
を

ゆ
ト
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
な
っ
た
も
辺
廼
す
。
■
、

　
教
育
文
化
向
上
の
方
途
は
多
種
多
様
七
、
山
王
用
水
土
地
改
良
区
受
益
者
分

に
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
幼
稚
園
、
小
学
　
　
担
金
立
替
支
出
の
承
認

校
は
人
件
費
を
の
ぞ
き
前
年
に
対
し
犬
　
山
王
用
水
土
地
改
良
区
（
川
寡
村
と

同
小
異
と
な
り
、
前
年
穣
梨
プ
ー
ル
ニ
江
南
村
の
一
部
で
結
成
さ
れ
た
か
ん
が

．
基
の
う
ち
一
基
を
予
欝
議
決
を
行
な
う
い
用
水
事
業
）
の
当
該
地
域
受
益
者
分

必
要
が
．
あ
る
の
で
計
上
い
た
し
ま
し
担
金
の
立
て
替
え
と
し
て
、
昭
和
四
十
．

た
。
中
学
校
に
つ
い
て
も
、
，
ふ
学
校
同
年
度
下
半
期
分
八
八
五
、
三
七
〇
円
を

様
の
取
り
扱
い
を
し
た
の
で
前
年
に
対
支
出
す
る
こ
と
の
承
認
を
得
た
も
の
で

し
大
巾
に
減
額
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
関
係
を
重
要
視
し
て
八
、
村
有
土
地
売
買
契
約
の
承
認
．
，

事
業
実
施
に
移
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
　
　
一
般
会
計
の
財
源
に
あ
て
る
た
め

実
質
向
上
を
目
途
じ
、
教
育
費
総
額
は
村
の
防
風
林
四
反
二
畝
二
十
充
歩
を
、

　
一
五
、
八
一
八
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
一
、
六
八
四
、
六
五
〇
円
で
売
却
す
る

．
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
の
承
認
を
得
た
も
の
で
す
。

⑩
1
公
債
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
r

　
　
教
育
債
元
金
慣
還
及
び
利
子
な
ら
び
算

一
に
小
、
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
借
入
金
に
　
　
山
王
用
水
土
地
改
良
区
受
益
者
分
担

．
対
し
、
農
業
協
商
組
合
と
の
貸
借
契
約
金
の
下
期
分
、
職
員
の
給
譲
正
に
よ

…
条
項
に
基
づ
い
て
、
太
年
度
よ
り
向
う
る
追
加
分
お
よ
び
一
般
需
用
費
の
補
正

．
三
力
揮
商
に
元
利
均
等
償
還
の
計
画
を
で
二
、
．
六
二
五
千
円
を
追
加
し
た
あ
の

一
た
て
、
本
年
度
元
金
五
、
四
八
四
千
円
で
す
。
’



（2）第38号

七
割

給
付
を
計
画

国
保
特
別
会
計
予
算

　
一
、
歳
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
碁
づ
く
適
正
な
額
を
計
上
い
た
し
ま
甲

　
　
国
保
事
業
は
国
民
皆
保
険
の
本
旨
に
し
た
。

　
．
の
っ
と
り
、
加
入
促
進
が
図
ら
れ
拡
充
　
　
な
お
国
は
世
帯
員
七
割
給
付
輿
施
四

　
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
向
後
力
年
計
画
の
笙
一
奪
次
分
に
っ
い
て
本

　
ニ
カ
年
に
し
て
雄
帯
員
七
割
給
付
を
笑
村
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
昭

　
現
す
べ
き
年
に
該
当
し
た
の
で
、
拳
情
和
四
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
世
帯
員
七

　
の
許
す
限
り
本
年
か
ら
輿
施
に
入
る
計
割
給
付
の
実
施
が
で
き
る
志
2
訂
上
い

　
固
を
た
て
、
他
市
町
村
に
先
が
け
て
実
た
し
ま
し
た
。

　
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
①
総
務
費
に
つ
い
て
は
、
菖
薬
の
性

　
ら
本
村
の
場
合
、
こ
れ
に
よ
る
保
険
税
格
に
応
じ
た
適
正
額
の
計
上
に
努
め
凸

　
の
増
額
な
く
し
て
行
な
ラ
窃
、
国
盧
・
反
面
不
要
、
不
急
の
経
費
の
徹
底
的
な

　
補
助
金
の
増
額
に
依
存
し
、
滞
納
整
理
節
減
を
図
り
ま
し
た
。
　
　
　
へ

　
の
促
進
と
あ
い
ま
っ
て
明
る
ぐ
健
康
村
②
保
健
施
設
費
に
つ
い
で
は
、
医
療

　
の
建
設
に
ま
い
進
し
た
い
所
存
で
総
額
費
の
増
加
に
伴
う
対
策
と
し
て
予
防
衛

　
一
九
、
五
三
五
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
生
を
徹
底
的
に
晋
及
す
る
こ
と
が
当
面

　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
問
題
℃
あ
り
、
公
衆
衛
生
行
政
と
の
　
・

　
二
、
歳
出
　
　
　
　
，
　
　
　
．
　
関
連
を
脅
慮
し
て
、
有
効
適
切
な
事
業

　
　
昭
和
四
十
痒
度
上
半
期
の
国
廃
健
康
を
実
施
す
る
た
め
の
所
要
額
を
計
上
い
’

　
．
保
険
医
療
費
の
実
態
は
、
給
付
率
の
引
た
し
ま
し
た
。
特
に
前
年
度
に
お
い
て

　
き
上
げ
お
よ
び
医
療
費
の
改
訂
等
の
理
設
置
を
み
た
健
康
相
談
寮
の
運
営
に
つ

　
由
で
麦
出
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
て
い
て
は
、
こ
れ
を
種
櫨
相
談
を
実
施
し

　
お
り
、
こ
の
増
加
傾
向
は
、
昭
和
四
十
て
健
康
村
の
実
現
に
務
め
る
べ
く
所
要

　
一
年
度
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
嗣
様
の
推
移
の
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
的
確
な
見
込
み

～
）

ん、
な

触
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㎜
　
今
年
か
ら
毎
月
二
十
臼
を
「
防
犯
　
　
そ
こ
で
、
警
察
で
は
日
夜
犯
罪
防
防
止
し
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
　
購

㎜
の
日
」
と
き
め
、
み
な
さ
ん
と
警
察
止
に
つ
と
め
て
お
ψ
ま
す
が
、
わ
た
。
毎
月
一
工
由
を
「
防
犯
の
日
」
と
き
　
㎜

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

“
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
い
ま
ま
で
よ
く
し
た
ち
の
社
会
か
ら
犯
罪
を
な
く
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
㎜

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

鴫
り
一
層
強
力
な
防
犯
活
動
を
す
す
め
す
に
は
み
ん
な
の
協
力
が
必
要
で
す
　
可
防
犯
の
日
」
に
は
、
ひ
と
と
き
で
　
鴫

糊
る
こ
と
に
奮
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
も
藻
め
菰

㎜
七
　
　
犯
罪
防
止
は
み
凶
ー
な
の
カ
で
き
羨
藻
み
㎜

㎜
璽
暑
は
人
　
　
　
毎
月
二
十
日
は
『
防
犯
の
日
一
　
襲
落
戸
締
㎜

㎜
如
羅
奮
霧
展
み
ん
な
が
〃
　
鴛
藍
金
鑑
壷

；
唇
て
智
ま
す
が
、
一
方
輩
い
〃
”
墾
は
見
の
が
覆
均
ど
，
碧
っ
差
墓
ε
ζ
愚
蓋

■
㎜
　
の
発
生
も
ふ
え
、
し
か
も
兇
悪
化
、
　
い
う
強
い
身
構
え
心
構
え
を
持
て
ば
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
㎜

噛
ス
ピ
ー
ド
化
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
必
ず
犯
罪
は
な
く
せ
ま
す
。
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
諮
察
署
）
　
　
㎜

ヨ

7
魏
て
奪
．
　
．
こ
の
志
つ
に
、
み
ん
な
雍
霧
　
　
　
　
・

“
鋼
5
5
＝
冨
’
葺
詔
5
3
匿
5
雷
5
露
5
貿
貿
5
5
2
，
匿
多
5
’
β
5
3
一
峯
墨
屡
5
一
屡
譲
一
屡
諺
轟
暮
5
霊
譲
屡
一
一
昌
2
詔
貿
葺
轟
5
匿
5
匿
一
屡
馨
置
匿
聲
塩

　
拡
張
工
事
を
施
工
動
鰯
縫
垂
．
念
要
．

　
　
　
　
　
　
　
i
簡
易
水
道
予
算
1
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
料
に
い
た
し
ま
し
て
も
前
に
述
べ
た
よ

認
歪
　
　
警
、
墾
藩
籔
と
い
た
農
藩
金
の
み
辱
わ
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
い
所
存
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
一
般
会
計
繰
入
金
が
重
要
な
財

　
こ
の
予
算
は
、
純
然
た
る
企
業
で
あ
　
　
才
出
に
つ
い
て
は
、
努
め
て
縮
少
予
源
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

る
水
道
の
独
立
採
算
の
厘
則
に
よ
り
、
　
算
と
し
不
急
支
出
を
お
さ
え
、
会
計
を
　
　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
に
お
い

安
定
し
た
経
営
を
計
る
た
め
、
使
用
料
あ
げ
て
拡
張
工
事
に
当
て
る
た
め
こ
の
て
少
な
く
、
事
業
経
営
が
で
き
る
範
醐

の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
給
水
人
旧
の
増
予
算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
に
と
ど
め
ま
し
た
。

加
に
伴
う
拡
張
工
事
を
円
滑
に
実
施
す
　
　
ぜ
ひ
倍
旧
の
む
協
力
と
む
理
解
を
お
　
　
以
上
の
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
た
め
の
、
財
源
確
保
に
努
め
た
予
算
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
に
と
ぞ
い
っ
そ
う
の
邑
協
力
を
お
願
い

で
す
。
　
　
　
　
『
　
『
　
　
　
　
　
▼
歳
入
　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
分
担
金
を
少
な
　
一
、
分
担
金
及
び
負
担
金
　
二
九
〇
▼
歳
人
　
　
　
　
　
（
単
位
千
円
）

く
見
込
み
、
使
用
料
は
大
体
予
定
額
を
二
、
簡
易
水
道
収
入
　
　
　
　
六
〇
〇
　
一
、
分
担
金
及
び
負
担
金
　
　
一
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
使
用
料
及
び
手
数
料
四
、
一
四
〇
二
、
簡
易
水
道
収
入
　
　
　
　
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
四
、
繰
越
金

五
、
諸
収
入

　
　
計

▼
歳
出

一
、
簡
易
水
道
費

二
、
嚢
費

三
、
公
債
費

四
、
予
備
費

　
　
計

北
部
水
道

ハ
エ
の
駆
除
は

い
ま
が
最
適

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月
に
は
い
る
と
そ
ろ
そ
ろ
ハ
エ
が

　
　
　
　
　
　
　
目
L
つ
き
ま
す
。
天
井
や
火
の
気
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
る
暖
い
と
こ
ろ
に
ひ
そ
ん
で
い
た
の
が

　
　
　
　
　
　
　
天
侯
が
暖
に
な
る
に
つ
れ
て
活
動
し
は

　
　
　
　
　
　
　
じ
め
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ
の
さ
な
ぎ
は
、
お
便
所
の
近
く

　
　
　
　
　
　
　
や
む
み
た
め
な
ど
の
土
の
、
深
さ
十
セ

　
　
　
　
　
　
　
ン
チ
か
ら
二
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
㎜
ろ
で
越
冬
し
ま
す
か
ら
、
十
擾
掘
り
お

　
　
　
　
　
　
　
瓢
こ
し
て
殺
虫
剤
を
＋
分
ま
い
て
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
沢
を
掘
っ
て
ゴ
ミ
を
捨
て
っ
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
■
な
し
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
ハ
エ
の
巣

歳
入
に
つ
い
て
は
、
分
担
金
収
入
も
を
作
っ
て
や
っ
て
い
る
よ
つ
な
も
の
で

加
入
が
少
な
い
の
で
わ
ず
か
で
、
使
用
す
・

軽自動車税

　　納期かわる

5月11日～5月31日

五
〇
〇
三
、
使
用
料
及
び
手
数
料
届
、
八
五
二
　
一
、
簡
易
水
道
費

　
二
四
、
繰
入
金

五
、
五
四
一
五
、
繰
越
金

　
　
　
六
、
諸
収
入

一
、
七
δ
　

計

一
、
九
三
〇
▼
歳
出

一
、
二
四
二

一
、
三
〇
〇
二
、
寧
業
費

　
一
〇
〇
三
、
公
債
費

　
二
四
、
予
備
費

三
、
九
一
四
．
計

、　　　　　　　　、　　、

九二九二四
西至奎δ茜

　
六
五
八

五
、
五
璽

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
水
道
の
む
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
　
せ
ん
。
O
利
用
者
に
は
直
接
O
迷
惑
を

　
こ
の
予
算
も
南
蔀
水
道
同
様
、
独
豆
断
水
な
ど
こ
迷
悪
を
お
か
け
し
ま
し
て
お
か
け
す
る
わ
け
で
す
が
、
き
た
る
四

採
算
を
堅
持
す
べ
き
で
す
が
、
ご
存
じ
串
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
月
分
検
針
よ
り
料
金
を
左
記
の
と
お
り

の
と
お
り
給
氷
人
口
の
全
部
が
一
盤
陛
　
常
々
O
迷
惑
の
な
い
よ
う
努
力
は
い
に
改
め
ま
す
が
、
よ
り
以
上
の
む
理
解

・
帯
で
あ
り
、
み
な
個
人
井
宵
を
持
っ
て
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
小
規
棋
の
た
め
を
た
ま
わ
り
ま
し
て
、
今
後
二
年
く
ら

い
る
た
め
九
割
が
鮭
本
料
金
で
あ
り
、
　
水
源
や
貯
水
池
が
小
さ
ぐ
、
O
迷
惑
を
い
繍
マ
拡
張
工
事
に
む
協
力
く
だ
さ
い
‘

超
渦
料
金
が
わ
ず
か
し
か
見
込
め
ま
せ
お
か
け
す
る
次
第
で
す
。
　
　
　
　
　
ま
ア
よ
う
お
願
い
い
た
し
蓬
ず
。

ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
幣
部
水
道
と
の
こ
の
よ
．
つ
な
こ
と
の
な
い
よ
つ
今
回
　
改
定
料
金

財
政
的
な
差
は
大
き
く
、
独
立
採
鐘
が
拡
翼
丁
事
を
行
な
い
柴
ず
が
、
ま
た
二
　
　
【
剛
般
世
帯
】

計
れ
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
次
、
三
次
の
拡
張
工
箏
を
行
な
わ
な
い
甚
張
料
金
　
一
〇
豆
方

そ
の
た
め
一
般
会
計
よ
り
蝋
、
三
〇
と
充
分
O
満
足
の
い
た
だ
け
る
状
態
に
超
過
料
金
　
　
一
立
方

○千円の

繰
入
金
に
よ
り
、
よ
う
や
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
　
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
【
欝
薬
用
】

会
計
を
推
括
す
る
状
態
で
す
。
　
・
　
　
現
在
の
水
道
料
金
は
原
価
を
わ
っ
た
基
本
料
金
　
一
五
立
方

嚢
い
に
し
て
氷
量
が
豊
富
な
た
め
、
　
赤
字
料
金
の
た
西
改
定
し
て
墨
亭
と
、
蟹
料
金
　
　
一
皇
η

現
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
維
持
修
繕
用
し
、
工
箏
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

三
〇
〇
円

一
δ
円

六七

五
円

四
〇
円

（
以
下
省
略
）

新
年
度
予
算
も
と
お
り
、
数
日
に
じ
．
い
で
し
ょ
う
ゆ
。

て
昭
和
四
十
一
年
度
の
仕
事
が
は
じ
ま
　
皆
さ
ん
の
O
協
男
に
よ
り
昭
和
四
十

る
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
卑
度
の
納
税
も
比
較
的
順
調
に
納
め
て

，
わ
た
く
し
た
ち
の
村
を
、
他
村
に
く
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す

ら
べ
見
劣
り
し
な
い
立
派
な
村
に
い
た
が
、
そ
の
か
け
に
は
納
税
貯
蓄
組
合
の

響
す
べ
く
、
皆
さ
ま
が
た
の
代
表
で
あ
る
お
力
が
大
き
く
寄
与
し
て
お
る
わ
け
で

村
会
議
員
と
、
村
の
政
治
を
あ
づ
か
る
す
。

村
長
以
下
役
場
職
員
は
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
で
は
、
納
税
貯
蓄
組
合
…

よ
り
話
し
合
っ
て
皆
さ
ま
か
　
　
　
　
　
　
蒔
　
の
育
成
強
化
と
結
成
の
促
進

ら
寄
せ
ら
れ
る
要
求
に
対
し
　
　
　
　
㍗
っ
　
を
鐸
か
っ
て
行
き

て
お
こ
た
．
．
負
押
県
の
を
よ
た
い
髪
え
て
お
り
筆

鶴痛

黙
合
し
な
罐
醗
配
鎌

っ
て
ま
い
り
糞
・
　
組
成
り
美
そ
の
幕
に
対
し

嚢羅鰭育政
歯
の
蔑
に
た
よ
っ
て
税
　
か
か
り
義
．

い
か
奮
飢
筒
ん
の
嚢
納
　

す
歪
誘
し
て
い
る
組

も
で
き
ま
せ
ん
。
苦
し
い
自
　
“
　
　
　
，
　
合
が
お
近
く
に
あ
り
ま
し
た

治
体
に
お
い
て
は
、
園
が
ら
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
組
合
長
に
加
入
の
手
続

割
り
当
て
ら
れ
た
公
共
購
桑
さ
え
も
返
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し
ま

上
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
っ
た
話
を
よ
す
。
な
お
近
所
の
か
た
が
た
が
皆
組
合
、

く
聞
き
ま
す
。
当
村
に
お
い
て
も
O
多
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
に
は
、

聞
に
も
れ
ず
、
財
政
的
に
非
常
に
答
易
お
話
し
合
い
の
う
え
新
し
く
組
合
を
設

で
な
い
時
期
で
あ
り
ま
す
。
よ
て
思
っ
立
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
α

い
き
っ
た
嚢
な
ど
は
さ
し
控
え
ざ
る
　
組
合
の
規
制
、
組
全
冒
ε
し
て
の
特
．

を
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
点
、
手
続
き
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

い
っ
た
時
こ
そ
皆
さ
ん
か
ら
納
め
ら
れ
は
税
務
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

る
税
金
が
、
大
い
に
役
立
つ
の
で
は
な

耕うん機運転免許

　　試験のお知らせ

と　き　4月14日（木）8時30分集合

ところ　江南中学校体育館

そろえ　申請書・住民票抄本・県収入証紙

るもの　300円・写真

申請期間　3月29日まで

くわしいことは農協または役場へ

お問い合わせくださ’い。

健
康
相
談
室

開
設
の
お
知
ら
せ

皆さ

ん
の
偬
簾
保
持
増
進
を
は
か
る

た
め
、
こ
の
た
び
県
費
補
助
金
の
交
付

を
受
け
て
、
．
健
康
相
談
室
を
開
般
い
た

し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
健
康
生
活
の
掴
導
、
病
気

の
予
防
な
ど
に
重
点
を
お
き
、
適
正
か

と
も
に
、
成
人
病
予
防
、
母
性
相
談
、

乳
幼
児
相
談
、
一
般
の
健
籐
相
談
に
応

じ
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な
く
む
利
用
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
き
四
月
百
よ
り

と
こ
ろ
江
爾
村
役
場

　
　
　
　
健
康
相
談
窒

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
團
距
、
甲

つ
円
滑
な
保
健
婦
活
動
か
奨
施
す
る
と
そ
の
他
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

鉱




